日本温泉科学会 第79回大会（第3報）
主催：一般社団法人日本温泉科学会　
協力：菰野町，一般社団法人菰野町観光協会，湯の山温泉協会
共催：一般社団法人日本地球化学会　後援：三重県，四日市大学

第79回大会委員⾧　　森 康則
　　（名古屋大学宇宙地球環境研究所）
第79回大会副委員⾧　廣住 豊一
（四日市大学環境情報学部）

2026年9月1日（火）～4日（金）に開催予定の日本温泉科学会第79回大会の概要につきましては、温泉科学第75巻第4号の「2026（令和8）年度 日本温泉科学会第79回大会案内（第2報）」に掲載されているとおりです。最新情報については、温泉科学会webサイト内の「大会案内」ページ（http://www.j-hss.org/meeting/annual_meeting.html）に更新していきますので、参考としてください。
一般講演申込（2026年7月3日 締切）、講演要旨（7月31日 締切）、大会参加申込（7月31日 締切）を、それぞれの締切日まで受け付けておりますので、御希望の方はお早めにお申し込みください。
本大会では、企業等からの協賛をお願いしております。一部会員の方々には、既に個別に協賛のお願いをさせていただいているところではありますが、別頁の「日本温泉科学会第79回大会協賛のお願い」ならびに「日本温泉科学会第79回大会趣意書」を御覧のうえ、趣旨に御賛同いただける場合は、御支援を賜りますようお願い申し上げます（7月24日（金）締切）。
2026 年（令和8年）9月1日（火）に開催予定の公開講演会の案内リーフレットが完成しました（別頁）。公開講演会は、一般の県民、町民を主な対象としたアウトリーチ型イベントではありますが、学会員の方々の御参加も歓迎しております。こちらもぜひ御参加いただきますようお願い申し上げます。
本講演会の案内リーフレット（A4）とポスター（B2）には余部が多数ございます。御興味のある方への配布や掲示等、周知に御協力いただける学会員の方々にはお送りさせていただきますので、必要数を第79回大会事務局まで御連絡いただければ幸いです。
　
令和8年5月吉日
各位

日本温泉科学会第79回大会協賛のお願い
拝啓

時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。日頃は私ども日本温泉科学会の活動に対しまして格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さてこの度、日本温泉科学会第79回大会を、令和8年9月1日（火）から4日間の日程で、菰野町の全面協力により、菰野町町民センターホールを主会場に開催することになりました。三重県で初めての開催となる本学術大会には100名余りの参加者が期待されており、研究発表討論を通して温泉科学の発展に貢献できる誠に意義深いものと考えております。
つきましては、本学術大会が充実したものとなりますように、大変恐縮ですが趣旨にご賛同いただきご協力ご支援を賜りますように心よりお願い申し上げます。

敬具

記
１．趣意書（別頁）

２．協賛金額
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄのいずれかのタイプをお選びください
（Ａ）協賛	10万円	広告	１頁
（Ｂ）協賛	５万円	広告	1/2頁
（Ｃ）協賛	３万円	広告	1/4頁
（Ｄ）協賛	１万円	社名のみの掲載
第79回日本温泉科学会大会講演要旨集（B5）に貴社広報（広告）を掲載させていただきます。

３．ご協賛方法
別紙「日本温泉科学会第79回大会 協賛申込書」にて、7月24日（金）までにご連絡ください。お振込み確認後、適宜、領収書を発行いたします。


日本温泉科学会第79回大会趣意書
時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
さてこの度、日本温泉科学会第79回大会を、令和8年9月1日（火）から4日（金）の4日間、三重県三重郡菰野町の菰野町 町民センター ホールを主会場に開催することになりました。
日本温泉科学会は、「温泉に関する諸々の科学的研究調査を推進し、温泉に関わる施策の基礎確立に寄与する学会」として、昭和 14 年に前身である「温泉研究談話会」が設立され、昭和 15 年「日本温泉科学学会」へと発展し、昭和 36 年には学会名を「日本温泉科学会」に改め現在に至っております。本学会は、自然現象である温泉、温泉と関係のある諸々の現象、そしてそれらと人間・社会との関わり合いなど、温泉に興味をもつすべての人々が参加し、温泉を多方面から討論し、より深く理解する場を提供できる開かれた学会です。一般会員数は約200名で、その他、通常会員・賛助会員などからなり、地球物理学・地球化学・地質学・水文学・医学・薬学・生物学・地理学・放射化学・温泉工学・温泉文化学・衛生化学などの研究者や、温泉探査・温泉掘削の技術者・温泉管理者・温泉経営者・行政関係者など広範囲の分野の方々で構成されております。
我が国は温泉資源に恵まれておりますが、必ずしも温泉を取り巻く状況が好ましいものばかりではありません。温泉資源の枯渇問題、温泉地への観光客の減少あるいはオーバーツーリズム、地熱発電との共生、医療への応用等々、課題が山積しております。このような課題に取り組み、その解決方法を提言するのも本学会の責務であり、国民へ寄与するところは大であると思われます。
三重県における本学術大会の開催は、本学会設立以来初めてとなります。本年は、菰野町70周年記念の年にも当たることから、本記念を兼ねたイベントとして、菰野町からの全面的な協力も頂いております。本学術大会の公開講演会に300名程度、学術研究発表に100 名程度の参加者が期待されており、これらを通して、温泉科学の明日の発展に貢献することは確実で誠に意義深いものと存じます。
つきましては、本学術大会が充実したものとなりますよう、趣旨にご賛同いただきご協力ご支援を賜りたく心よりお願い申し上げます。

日本温泉科学会第79回大会事務局　森 康則 行

日本温泉科学会第79回大会 協賛申込書
本申込書のスキャンデータを第79回大会事務局宛のE-mailに添付してお送りください。難しい場合は、第79回大会事務局あてに郵送いただいても構いません。（令和8年7月24日 締切）

日本温泉科学会第79回大会の趣旨に賛同し協賛します。
	貴団体・企業名
	

	ご担当者氏名
	

	ご連絡先

	TEL：
E-mail：

	ご住所
（領収書送付先）
	〒


	協賛金額
	　　　　　　　　　　　　円

	振込予定日
	令和8年　　月　　日
（7月31日までにお振り込みいただけますと幸いです。）

	領収書宛名
	



【振込先】
	銀行名
	支店名
	種類
	口座番号
	口座名義

	SBI新生銀行
	さくら支店
	普通
	5231821
	森　康則
（モリヤスノリ）

	三十三銀行
	阿倉川支店
	普通
	7018764
	日本温泉科学会第７９回大会　
委員長　森　康則
（ニホンオンセンカガクカイダイ７９カイタイカイ）



· 振込先はどちらでも構いません。三十三銀行にお振込みいただいた場合は、入金確認に相応の時間を要しますので、予め御了承ください）。


【広報（広告）申込】
	申　込
	Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄのいずれかを ✓でご選択ください

	印刷広告の大きさ
	□
Ａ：広告1 頁
（縦22×横14 cm）
協賛10万円
	□
Ｂ：広告1/2 頁
（縦10.5×横14 cm）
協賛5万円
	□
Ｃ：広告1/4 頁
（縦5×横14 cm）
協賛3万円
	□
Ｄ：広告なし
社名の掲載
協賛1万円

	掲載原稿
スタイル

	1）直接白黒（グレースケール）で鮮明に印刷できる電子ファイルをご送付ください。
2）原図の線の太さや文字の大きさは、そのまま版下になるように作成をお願いします。
3）原稿の校正はありません。

	広告原稿の送付
	広告の原稿ファイルは、第79回大会事務局宛にEメールに添付しご送付下さい。（令和8年7月31日（金）締切）




お問い合わせ先：第79回大会事務局
名古屋大学 宇宙地球環境研究所 融合研究戦略室 森 康則
〒464-8601 名古屋市千種区不老町　名古屋大学 研究所共同館Ⅰ 306号室
TEL：052-747-6351（直通）052-747-6303（代表）FAX：052-747-6334（代表）
Eメール：mori.yasunori.t3[at]f.mail.nagoya-u.ac.jp（[at]は@に変換してください）
· 事務局への連絡は、可能な限りメールで頂けますと幸いです。

